
 

～中学生一日体験入学や生徒募集説明会等でいただいた質問にお答えします。～ 

 

◆ 学校生活について 

Ｑ：授業についていけますか。 

Ａ：少人数制で授業を実施しています。今年度は１クラス平均 15 人で、質問もしやすくきめの細

かい指導が受けられます。選択科目の中には１人で、マンツーマンの授業もあります。また、

近隣の中学校の先生とチームで教える授業もあります。積極的に授業を受け、家庭学習を行う

ことも必要です。 

 

Ｑ：特進クラスを希望していますが、誰でも入れますか。 

Ａ：入学時に希望を取ります。ただし、希望すれば誰でも入れるわけではなく、中学校時の成績や

入学者選抜の結果等を参考にして決めています。２年生への進級時に、選択（普通）クラスか

ら特進クラスに変更することができます。その場合には、本人の希望に併せて１年時の成績等

を参考にしています。また、特進クラスから選択（普通）クラスに変更できます。 

 

Ｑ：スマートフォンや携帯は使用できますか。 

Ａ：スマートフォンや携帯は電源を切り、鞄の中で保管します。学校敷地内では、非常時以外は使

用できません。 

 

Ｑ：留学生の昼食はどうしていますか。 

Ａ：平日は給食を取ることができます。１食 330円です。また、購買でパン等を購入することがで

きます。 

 

◆ 部活動について 

Ｑ：新しい部活動を作らないのですか。 

Ａ：現在、検討しているところです。生徒数の減少を受け、校内で定めたルールにより、部活動

を統廃合してきました。例えば、卓球場や武道場があっても卓球部や柔道部がないのは、そ

のような理由からです。既存の部活動以外の校外活動にチャレンジしたい生徒についても、

状況に応じて配慮しますので、ご相談ください。 

 

Ｑ：部活動のかけ持ちはできますか。 

Ａ：かけ持ちはできません。１つの部活動に登録し、活動することで、仲間意識も高まり、技能

や技術を身に付けることができます。 

 

◆ 進路について 

Ｑ：商業科目選択者の進路先はどうなっていますか。 

Ａ：昨年度の卒業生は、18人が就職し、10人が四年制大学、短大や専門学校に進学しました。中部

電力や大井川農協等に就職しました。 



◆ 川根留学、寮について 

Ｑ：現在生活が不規則ですが、寮生活で改善できますか。  

Ａ：最初は不安の声も聞こえますが、寮生同士のサポートで規則正しい生活を送ることができてい

ます。起床点呼、消灯点呼、消灯時間がありますし、自立に向け、自己管理する必要もありま

す。 

 

Ｑ：寄宿舎（寮）での規則はありますか。 

Ａ：あります。日課、生活全般、個室の利用、立ち入り場所の制限、点呼、外出・門限、食事と食

堂の使用についてのきまりがあります。また、寮生で話し合い、快適な場にするようにルール

等を決めています。 

 

Ｑ：実家に帰ることができますか。 

Ａ：できます。実家に帰る際は、事前に外出届を提出する必要があります。週末、部活動や進学土

曜補習等がある生徒もいるので、実家への帰省の回数は個人差があります。３つの寄宿舎（寮）

とも、年末年始（12月 29日～１月３日）は閉鎖し、寄宿生は帰省します。 

 

Ｑ：部活動がない休日の過ごし方を教えてください。 

Ａ：実家に帰ったり、友人と過ごしたりなど、様々です。寄宿舎（寮）でのイベントに参加したり、

近くの山や川を散策したりすることもあります。 

 

Ｑ：寄宿生活で、病気になったときの対処法はどのようになっていますか。 

Ａ：原則として、保護者に連絡し対応をお願いしています。ただし、寄宿舎（寮）で、急な病気

等により通院が必要な場合は、川根本町教育総務課の方が通院介助をします。その後は、保

護者に引渡します。 

 

Ｑ：学校の近くに、どんな建物、スーパー、銀行、駅などがありますか。 

Ａ：学校から徒歩５分圏内に、駐在所、消防出張所、郵便局、大井川鐵道駿河徳山駅がありま

す。徒歩10分圏内にスーパー、コンビニエンスストア、農協があります。また、郵便局、コ

ンビニエンスストア、農協でATMを利用できます。 

 

Ｑ：入寮を希望すれば必ず入れますか。 

Ａ：寄宿舎（寮）の個室は数に限りがあるため、入寮が叶わないこともあります。その際は、下宿

や通学も視野に入れてください。 

 

 

 

  

寄宿舎についての説明や見学は随時受け付けています。 

希望がある場合は、事前に川根高校 教頭（電話 0547-57-2221）に御連絡ください。 

 



◆ 入学者選抜について 

Ｑ：合格するには、どのくらいの成績が必要ですか。 

Ａ：静岡県の入学者選抜は、中学校の調査書、学力検査、面接などを総合して合格者を決定するの

で、具体的な数字を言うことはできません。中学校の先生に相談して、受検する高校を決める

ことが大切です。 

 

Ｑ：中学校で不登校になりました。そのための対応はありますか。 

Ａ：川根高校は、不登校に対応するような特別選抜は実施していません。他の受検生と同じ対応に

なります。川根高校は、確固とした目的意識と挑戦する決意がある生徒を、一人一人丁寧に面

倒をみています。出欠状況や学力、中学校での生活など、個々の事情があると思います。中学

校の先生とよく相談してください。 

 

Ｑ：川根高校のオープンスクールに来たいのですが、始まりの時間は決まっていますか。 

Ａ：オープンスクールの日程は決まっていますが、日程内であれば、何時に来ても、何時に帰って

も構いませんので、自分の都合に合わせてください。また、事前の申込も必要ありません。 

 

Ｑ：中学生一日体験やオープンスクールなど、予定があって行けません。他の日に学校を見ること

はできますか。 

Ａ：できます。事前に川根高校副校長または教頭（電話 0547-57-2221）まで御連絡ください。学校

や寮の説明や見学等に応じます。 

 

Ｑ：入学者選抜試験の前後に学校付近に宿泊できますか。 

Ａ： 高校から紹介することはありません。川根本町まちづくり観光協会（電話 0547-59-2746）に

問い合わせてください。 

 

 
入学者選抜や県外生徒募集に関わる御質問等は、川根高校 副校長（電話 0547-57-2221）

までご連絡ください。 


